
 

                  

      「６年目を迎えて」 
        

                                                            第６期会計   高倉英理 
 

波多野会長のもと６年目を迎えたわが ZEROクラブ、８月２９日には花背こども村にて満５才のバース

デーパーティーを開催し、楽しいひとときを過ごしました。 

もう５年、やっと５年という両方の思いがありますが、私にとって、ZEROクラブは自分の子どものよ

うなもの、そして個性あふれるメンバーはもう一つの家族と思っています。自省の毎日ですが、     

親が子どもの成長と共に成長するように、ZEROクラブと共に成長したいなぁと思います。 

楽しくなければクラブじゃないと常に思っていますが、そこには楽しむのと同時に他者への気づかい、

心くばりが必要です。9月のテーブルマナーについての例会でもありましたが、要は他者に不愉快な  

思いさせないというマナーですね。私自身反省することしきりです。 

表題にも書きました「６年目を迎えて」私は２０２０年８月２９日に思いを馳せました。満１０才とな

ったわが子 ZEROクラブはどうなっているでしょうか？いえ、どうなっていて欲しいかと考えました。 

１０周年の記念例会はどんな形？記念アクトは何をする？メンバー数は？ ５年後を見据えて、今から 

いろいろ考えるのって楽しいと思いませんか？ 

５年前 ZEROクラブの立ち上げに、それはそれは苦労がありました。が、同時にわくわくドキドキして  

いました。そしてチャーターのときの感動は今もこの胸にあります。 

２０２０年８月２９日の感動のために、今何をするのか、今期は？来期は？そういうことをみんなで  

語り合いましょう。それが今の ZEROクラブの活動をもっともっと楽しく、もっともっと充実したものと

なると確信しています。 

まず今期は波多野会長の３つの目標 

① 自然環境例会・イベント特別賞獲得  ② メンバー増強  ③ ＩＢＣ・ＤＢＣ締結  

メンバー一丸となってぜひ！達成しましょうね 
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◆今月の聖句      ヘブライ人への手紙第 10章 36節 

神の御心を行って約束されたものを受けるためには忍耐が必要な

のです。             

ク ラブ会 長主題 ：『Ｔｈｅ ＢＥＳＴ』から『Ｍｙ ＢＥＳＴ』へ： 波多野守一 

国 際 会 長 主 題 : “Mission with Faith”「信念のあるミッション（使命・目標）」 

国 際 会 長 ：Wichian Boonmapajorn（タイ） 

アジアエリア会長主題 ：“Through Love, Serve”“「信念のあるミッション（使命・目標）」” 

アジア会長：Edward K.W. Ong（シンガポール） 

西 日 本 区 会 長主題 ：「あなたならできる! きっとできる」: “You can do it! Yes, you can!” 

: 西日本区理事：遠藤通寛（大阪泉北） 

京 都 部 長 主 題 ：いつも喜んでいなさい “Ｂe joyful always“京都部部長：高田敏尚 （京都） 

 



     第１例会 （ゲストスピーカー例会）      １０月８日（木曜日） 

10月 8日（木）10月第 1例会、ＮＰＯ法人 エクスクラネーション スタイル 代表 吉野 智和様をゲストスピーカー

としてお迎えして行われました。 

吉野 智和様は私が住んでいる近くの堀川商店で、New Standard Chocolate kyotoと言うチョコレート屋さんをされて

いるとお聞きしました。 

数年前まではシャッター商店街になりつつある堀川商店街だったのですが、ここ最近ではどんどん新しいお店がオー

プンしていて、その中でも興味のあるお店の一軒でした。 

お話を聞くと、ＮPO法人で障害者の方々の支援をし、主には陶器の生産などをされているとの事でした。 

障害者イベントバザーなので格安の値段で売れているのを、少しのデザイン性を持たせる事で販売マーケットを雑貨

屋などへシフトさせて、展示方法一つで障害者商品がアート雑貨へと一瞬で変わり商品の価値を上げられると言う事が

とても参考になりました。 

                              

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際、今のアート雑貨と障害

者商品は一見、、見分けなんてつ

かないデザインだと思います

し、展示方法一つで高級感が増

す感じですよね！ 

！ 

 

  

今では Lush（イギリス）と提携などされ、

ソープディッシュなどを作られて評判が

良く、2回目は 20,000個の発注が来る迄に

なったそうです。（吉野さんの事業所では

１ヶ月 2,000個が限界らしく、他の障害者

施設に、作り方を教えなんとか納品は間に

合ったそうです。笑） 

私より 4歳下の 38歳との事でしたが、 

お話を聞いていると今の自分に足りない

事が沢山あると実感しました。 
今回のお話で何事にもチャレンジし視野を少し変えるだけで商品を変身させる事が分かりました。 

私もデザインの仕事をする中、度々壁にぶつかりますがこれを参考に視点を変え、柔軟な発想で良い Designが出来

ればと思います。 

因に、本当に吉野 智和さんは 38歳なのでしょうか？(笑)、 まるで、大先輩からのアドバイスの様な不思議な

感覚にとらわれました。 

伊神康喜 
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  第 6 期 10 月第二例会は、10 月 22 日(木)に定例会場であるホテル日航プリンセス京都で

の開催でしたが、いつもの 5階宴会場フロアから３フロア降りた、２階のメインバー「ＤＡ

ＲＬＥＹ」で開催されました。例会名称も「ＥＭＣ カクテル例会」と銘打ち、お酒に纏わ

るお話を聞き、また、お酒を楽しみながらゲストの皆さんと一緒に楽しく過ごすということ

で、少々緩めですがＥＭＣの「Ｍ」と「Ｃ」を実践しました。 

メインプログラムでは、チーフバーテンダーの牧野様とウィスキーエキスパートの伊藤様の

お二人からお話をいただきました。1940 年に東京上野のビアホールでは、ジョッキに注が

れたビールの泡が多すぎると裁判沙汰になったそうです。現在では全体の 15％～30％の泡

はＯＫ。泡が 30％を超えると取替えを申し出ることが可能だそうです。(15％以下ではどう

なるの？←これ聞けていません。) また、ここ数年巷で復活している「ハイボール」の名前

の由来の一説がゴルフ絡みで、その昔英国ではグラス片手にウィスキーを呑みながらプレー

していたそうです。あるプレイヤーの打球がとんでもない高い玉=ハイボール(俗に言う天ぷ

ら)で、なんとその自打球が自分のグラスに飛び込んだことが諸説のひとつとのこと。 

もうひとつだけ、いわゆる「チェイサー」にはそれぞれ組み合わせがあるとのことです。 

ウィスキーには水・バーボンには炭酸水・ワインにはコンソメスープ・ブランデーにはジン

ジャエール・焼酎にはお茶。理由は？知りたい方は自力でお調べ下さい。その他スクリュー

ドライバーの名前由来など･･･。(←これは少し Blue joke 系ですのでブリテンには馴染み

ません。知りたい方はＤＡＲＬＥＹで一杯やりながら牧野さんからお聞き下さい。) 

このよう話を肴にゲストの皆さんもお酒が進み、通常例会より少し緩い雰囲気の中でリラックスしていただけたよう

ですし、ゲストの方からも「楽しかった」とのお言葉もいただいたようです。これからも硬軟織り交ぜ、且つバランス

とメリハリに配慮したドライバーやＥＭＣの楽しい企画を期待しています。 

 最後になりましたが、ゲストのちょっと元阪神の関本賢太郎選手に似た松浦さん、自動車エンスージアストの清水さ

ん、いつも来てくれて楽しく酔っ払う住井さん、井上メネ・佐古田メネ、そして「ＤＡＲＬＥＹ」スタッフの皆さんあ

りがとうございました。 

   宮越 寛 

   

  

第２例会（カクテル例会）             １０月２２日（木曜日） 

 



      九州部部会         １０月１７日(土曜日)～１８日(日曜日)                 

今期の九州部部長を出し部会のホストを務めるのは、我が ZERO クラブと DBC を結んでいる阿蘇クラブ。そこで我が

クラブも是非部会を盛り上げようと波多野会長をはじめ総勢 7名が部会に参加した。石飛ワイズと私西村は別々ではあ

るが部会前日から阿蘇を訪問し、それぞれに温かい「お・も・て・な・し」をいただき熊本の夜を満喫した？！ 

部会当日、私は部会前に開催されたメネットアワーに参加、九州部におけるメネット活動の活発さを再認識した。部

会では五嶋部長の元、阿蘇クラブのメンバーが総出で頑張っておられ、とても和やかで楽しい部会となった。阿蘇の子

供たちによる、地元の舞踊や力強い太鼓のパフォーマンス、阿蘇の草原を守る地元の取り組みについての勉強会等、 

実りのある良い企画がいっぱいで大いに楽しめた。懇親会からフェローシップアワーまで五嶋部長肝いりの「赤牛の丸

焼き」とおいしいお酒でのもてなしで参加者皆大いに盛り上がった。ZEROのメンバーは石飛ワイズと私を除いて、YMCA

キャンプ場で一泊。ここでも深夜まで大いに盛り上がったとか。 

翌日のエクスカーションでは、五嶋部長のご配慮で、ZEROのみ別メニューで乗馬体験。 

楽しい様子は写真で一目瞭然。全員カーボーイ気取りでご満悦。部長に感謝。そのあとも美しい阿蘇の自然を満喫させ

ていただき楽しい時を過ごし帰路に就いた。 

 阿蘇クラブの皆様には、大変お世話になり感謝、感謝の部会参加となった。 

「阿蘇クラブの皆様、本当にありがとうございました！！そしてお疲れ様でした！」 

 西村 寛子 

      

  

                           

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．国際協力街頭募金  

戦争や紛争の中で飢餓や貧困に苦しめられている人々の救済、アジアやアフリカの青年と女性の社会参加と自立のた

めの職業教育、海外での自然災害の被災者救援を目的に、毎年国際協力募金を行なっています。 

 今年も会員・市民ボランティアの方々が協力して、街頭で国際協力を呼びかける募金活動を行ないます。 

 参加及び募金にご協力ください。 

日  時： １１月１日（日）午後１時～午後２時３０分 （１２時三条本館ロビー集合） 

 場  所： 三条河原町、三条大橋、四条河原町、四条烏丸、など市内約１１ヵ所（予定） 

２．ＹＭＣＡ祭  

京都ＹＭＣＡ国際福祉専門学校生の日頃の取り組みを発表し、京都ＹＭＣＡや地域に連なる方々との交流を図ること

を目的に毎年実施しています。学生によるステージイベント、模擬店や物品販売を実施し、収益は国際協力募金等に

充てさせて頂いております。 

楽しく気軽に参加できるよう準備を進めています。皆様のご参加をお待ちしております。 

日  時： １１月３日（祝）午前１０時～午後３時 

 場  所： 京都ＹＭＣＡ三条本館（国際福祉専門学校） 

３．パネルディスカッション 「アジアの若者が語る夢と出会い」 

 グローバル化が進むこの社会の中で、今、夢を持って海を渡る若者は何と格闘し、どんな出会いがあるのでしょう。

パネルディスカッションで、アジアの若者達がそれぞれ思いを語ります。そんな彼らの思いに耳を傾け、国や世代を

超えて、あなたも発言してみませんか？ 

お申込み不要、どなたでもご参加いただけます。ぜひご参加ください。 

日  時： １１月１３日（金）午後７時～９時   場  所： 京都ＹＭＣＡ地階マナホール 

 参 加 費： 無料（申込不要）／ 定  員：５０名 

４．舞鶴ＹＭＣＡ国際協力街頭募金、ＹＭＣＡ祭 

 舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校でも国際協力街頭募金とＹＭＣＡ祭を行います。どちらも舞鶴で初めての行事です。

ＹＭＣＡ祭では、地元の方との交流の機会として、寄席や占いブース、模擬店など楽しい催しを用意しております。

ぜひお越しください。 

日  時： １１月１５日（祝） 

       国際協力街頭募金： 午後１２時３０分～／ＹＭＣＡ祭： 午後１時～４時 

 場  所： 舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校 

 内  容： ＹＭＣＡ寄席（森乃福郎さん他） 

５．ＹＭＹＷ世界合同祈祷週集会 

 京都ＹＭＣＡと京都ＹＷＣＡは、京都ＹＷＣＡも取り組んでいる児童養護施設退所後の若者の自立支援の問題をテ

ーマに、パネルディスカッション方式で児童養護の現状と課題、若者の自立支援の方法を考えていきます。 

 日  時： １１月２１日（土）午後６時３０分～  場  所： 京都ＹＭＣＡ地階マナホール 

 参 加 費： （一 般）５００円／（学 生）３００円  軽食付き      

６．オータムフェスタ  

毎年行われる秋のイベントです。自然豊かなリトリートセンターで、紅葉と秋の味覚を楽しみましょう。ご家族、お

友達とぜひご参加ください。 

 日  時： １１月２２日（日） 午前１１時～午後３時（受付開始：午前１０時３０分） 

 場  所： 京都ＹＭＣＡリトリートセンター 参 加 費： （大人）２，０００円／（小学生）１，０００円 

７．スキーキャンプ・ウインタープログラム 募集が始まります。 

＊スキーキャンプ 

  （会友）電話受付  １１月 ４日（水）午前１０時～（ＴＥＬ）０７５－２３１－４３８８ 

 ＊ウインタープログラム 

  （会友）電話受付  １１月 ４日（水）午前１０時～（ＴＥＬ）０７５－２５５－４７０９ 
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 ある日のブリテン委員会の様子。 

編集後記              

 ブリテン広報委員長  岸田 靖司 

朝晩が冷え込むようになってきましたね。皆様暖かくして風邪など引かないようにご自愛くださいね！ 

第６期も４ケ月がすぎ新体制にも慣れてきたところだと思います。 

 優しい波多野会長の想いに応えられるようにメンバー一丸となって素敵なクラブにしていきたいですね^ ^ 

今月は中華に BARと一風変わった例会でした。 

 井上ドライバー委員長の楽しませたい気持ちが伝わる例会だと思い楽しく参加させていただきました！ 

全てに感謝です！ 

さあ、年末に向けてさらに盛り上げていきましょうー^o^ 

 

 

  

                            

                        波多野守一                 

                   

ATMでお金を下ろすとき「10千円」と入れると千円札が１０枚、 

「5千 5千円」と入れると五千円札が２枚、 

「4千 6千円」と入れると五千円札が１枚、千円札が５枚出てきます。 

これから増える忘年会の前など、お金を崩したいときに便利な裏技です。 

HAPPY BIRTHDAY 

11月  2日  堂脇 武 

11月  7日    井上晴雄 

 10月例会出席     

 

第１例会          第２例会 

メンバー １５/２１ 名  １５/２１ 名 

メネット        ０名         ２名 

コメット        ０名        ０名 

ゲスト         １名         ３名 

 

月間出席者      月間出席率 

１９/２１名      ９０.５％ 

 TOF・CS・FF 

 

TOF    ０ pt 

C S        ０ pt 

F F        ０ pt 

  ニコニコ 

 

１０月  １０.０００円 

累計   ５７.０００円 

 

 

１０月  ３４.０００円 

累計  １４５.６５７円   

Club Office:京都 YMCA三条本館 〒615-8083京都市中京区三条柳馬場 TEL075(231)4388 問合せ先 shoki@zeroclub.org 

 

 

 知 恵 袋 

 

ファンド 

mailto:問合せ先shoki@zeroclub.org

